
こ
の
時
期
は
熱
中
症
に
よ
る
救
急

搬
送
が
多
数
発
生
し
ま
す
。
熱
中
症

対
策
を
し
て
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
。

☆
外
で
活
動
す
る
と
き

外
出
時
は
、
な
る
べ
く
帽
子
や
日

傘
を
使
用
す
る
。

炎
天
下
や
高
温
多
湿
な
場
所
で
の
長

時
間
の
作
業
や
ス
ポ
ー
ツ
を
避
け
る
。

こ
ま
め
に
休
憩
し
水
分
補
給
を
す
る
。

室
内
で
は
風
通
し
を
よ
く
し
て
、

高
温
多
湿
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
る
。

☆
応
急
手
当
の
方
法

衣
類
を
ゆ
る
め
て
、
体
を
楽
に
す
る
。

風
通
し
の
良
い
日
陰
や
、
冷
房
の

効
い
て
い
る
場
所
に

移
動
す
る
。

冷
た
い
水
で
冷
や

し
た
タ
オ
ル
を
脇
の

下
や
足
の
付
け
根
に

お
き
、
体
を
冷
や
す
。

６
月

17日
（
水
）
、

18日
（
木
）
の
２

日
間
、
消
防
学
校
専
科
教
育
警
防
科

修
了
者
に
よ
る
伝
達
講
習
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

火
災
性
状
と
放
水
技
術
に
つ
い
て

の
講
義
後
、
実
際
に
放
水
訓
練
を
実

施
し
火
災
対
応
能
力
の
向
上
に
努
め

ま
し
た
。

熱
中
症
に
注
意

警
防
科
修
了
伝
達
講
習
会

放水訓練の様子

上
半
期（
１
月
～
６
月
）

火
災
・
救
急
・
救
助
統
計

講義の様子

《火災・救急・救助》※養老町内

火災 増減 救急 増減 救助 増減

令和２年

１月～６月
3 －1

出場件数 587 －69 出場件数 3 －2

搬送人員 530 －71 救助人員 3 ±0

令和元年

１月～６月
4

出場件数 656 出場件数 5

搬送人員 601 救助人員 3
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■
ま
ほ
ろ
ば
短
歌
会

田
に
水
を
引
け
ば
集
ま
る
白
き
鷺
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
も
農
か
か
わ
ら
ず

村
上
や
す
子

折
込
の
広
告
信
じ
走
り
ゆ
く
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
中
身
気
に
な
る

大
橋
正
典

か
す
む
目
に
梅
の
実
香
る
家
の
庭
響
き
渡
る
や
う
ぐ
い
す
の
声

高
木
美
代
子

垣
根
ぞ
い
真
赤
な
バ
ラ
の
数
多
さ
き
二
十
余
年
も
我
が
家
を
見
つ
め

古
川
奈
津

久
々
に
田
植
え
機
に
乗
り
水
田
は
夫
の
指
導
で
青
く
な
り
ゆ
く

清
水
康
子

僕
の
短
歌
に
よ
せ
る
期
待
と
確
信
は
青
春
に
は
な
く
老
年
に
あ
る

河
村
紀
年

花
々
を
世
話
す
る
妻
の
や
さ
し
さ
や
花
咲
く
所
頭
を
下
げ
る

竹
田
義
秋

養老地区桜井区では、集会所の空調

設備の整備などを、宝くじの社会貢献

広報事業として、宝くじの受託事業収

入を財源として実施しているコミュニ

ティ助成事業を活用し整備しました。

宝宝宝くくくじじじ助助助成成成金金金ででで

整整整備備備しししままましししたたた


